
 

 

国際合気道大会の笠間市誘致について 

 

１，経過等 

  国際合気道大会は，４年に一度，国内の合気道ゆかりの地等で開催されており，過去 

 に東京都，田辺市，高崎市で開催実績があります。 

  笠間市には，合気道の開祖である植芝盛平翁が修練した茨城支部道場があり，関係者 

 が日々修練に励んでおり，このことから笠間市は，今後も合気道開祖の修練の地として， 

 地域に根ざした合気道の支援をしてまいりたいと考えております。 

  そのため，２０２４年開催（予定）の国際合気道大会を，笠間市に誘致するものです。 

   【大会開催地等】 

     第１１回大会 ２０１２年（平成２４年）田辺市・特設ステージ 

     第１２回大会 ２０１６年（平成２８年）高崎市・高崎アリーナ 

     第１３回大会 ２０２０年（平成３２年）東京都代々木体育館（予定） 

     第１４回大会 ２０２４年（平成３６年）笠間市・笠間市民体育館（要望中） 

 

２，大会規模（第１２回国際合気道大会：高崎アリーナの例） 

 （１）主 催  国際合気道連盟 

 （２）期 間  ６日間（平成２８年９月２７日から１０月２日まで） 

 （３）参加者  延べ１２，０００人以上          

         うち，海外からは７０の参加国・地域から１，０００人以上 

         最終日の道主演武は２，０００人以上 

 （４）内 容  ア，国際合気道連盟・日本合気道連盟のエキシビション 

         イ，本部道場長演武 

         ウ，本部道場指導者演武 

         エ，都道府県連盟演武 

         オ，ＩＡＦ（国際合気道連盟）加盟団体演武 

         カ，自由演武 

         キ，講習会 等 

         ※期間中に国際合気道連盟の理事会・総会が開催される。 

 

３，後援（予定）機関 

  茨城県，茨城県教育委員会，茨城県ボランティア協会，ＮＨＫ水戸放送局 

  県内新聞各社 等 

 

４，課題 

 （１）笠間武道館の整備 

 （２）宿泊施設の確保 
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